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研究成果の概要（和文）：時代を遡れば、遡るほど、人類の宗教と福祉の関連は密接になる。人類の古代文明の
発祥の地メソポタミアにおいては、病気治癒を司る神グラが祀られていた。治癒神観念はギリシアのアスクレピ
オスに引き継がれてゆく。孤児と寡婦を守るのは正義の神であり、王がそれを実践する責任を負った。古代メソ
ポタミアのこの伝統は、後に、旧約聖書のモーセ律法にもとりこまれ、さらにそこに土地をもたない寄留者や貧
者の保護が加えられた。
これらは、主として、古代文献資料によって明らかにされた事実であるが、他方で、古代医学を含む社会福祉の
実践は、出土する人骨の研究、病院とみられる建築遺構の発見などにより、明らかになることが判明した。

研究成果の概要（英文）：In ancient Mesopotamia, a cradle of human civilization, people worshiped a 
deity named Gula as their patron goddess of healing widely. The apothecary deity Asclepios took over
 the same function in ancient Greece. It is the deity of law and justice that protected orphans and 
widows, both representatives of the vulnerable strata of society. In fact, the king, on behalf of 
the deity, took charge of the divine justice. This kind of Mesopotamian tradition was accepted into 
the Hebrew Bible. In addition to that, the Bible further prescribes protection of the alien and the 
poor who were deprived of landowning.
Although these phenomena were clarified mainly based on philological researches, it also became 
clear that the practice of social welfare including medicine could be uncovered by means of 
archaeological studies of human bones as well as architectural remains that are to be interpreted as
 ancient clinics.

研究分野：古代オリエント学、旧約聖書学

キーワード： 治癒神　弱者保護としての正義　孤児と寡婦　寄留者保護　貧者保護
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研究成果の学術的意義や社会的意義
古代西アジアにおいて、病気治癒をも含む社会福祉は宗教と密接に結びついていた。なかでも社会的弱者の保護
は社会正義を司る神の命令として、王がその実践の責任を負っていた。このような古代の伝統は、聖書に受容さ
れ、さらに、そこに寄留者や貧しい者の保護が加えられた。
このような宗教と福祉の密接な関係は、のちにキリスト教を介して近代の社会福祉思想へと継承されてゆく。今
日では、政教分離の原則のもと、福祉と宗教は別領域として受けとめられているが、福祉を技術にとどめず、人
間社会の基本の姿とするために、宗教と福祉の歴史的関連をあらためて問い直す必要があるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究における「福祉」とは、日常生活に支障をきたす障碍を負った人々また社会的
に弱い立場におかれた人々を保護する実践とその思想を指す。その学術的背景には、考
古学、神話学、文献学の 3分野におけるこれまでの研究の蓄積が認められる。 
考古学上の背景は、1950 年代から 60 年代にかけてイラク北端のシャニダールの洞窟
の調査を実施した米国の考古学者R・ソレッキにはじまる。彼がそこで発見したネアン
デルタール人の人骨は、その人が深刻な関節異常を有しながら、50 歳代まで生きたこ
とを示していた。彼はそこから、すでにネアンデルタール人社会が障碍者を大切にして
いた、と結論付けた（R.ソレッキ著・香原志勢他訳『シャニダール洞窟の謎』蒼樹書房、
1977 年［原著 1971］）。それ以来、西アジアにおける発掘調査において、出土する人
骨の綿密な観察が実施され、ほかにも障碍を負った成人の存在が知られるようになった。
また、頭骨などに人工的な手術を施したと判断される痕跡も指摘される。しかし、こう
した事例はいまだ調査報告の段階にとどまっており、地域・時ごと代の分布や頻度など
を綜合的考察はなされていない。いわんや、その背景となる社会と文化に関する研究は
皆無である。考古資料には、他にも、たとえば大英博物館が所蔵する片足の人物像（WA 
1980-11-12 12012、ラキシュ出土、前 15 世紀）のように、保護や支援を必要とする人
物を描いた図像がこれに加わる。それらの組織的収集と分析もいまだ実施されていない。 
神話学上の背景とは、文献学上の背景と重なる面をもつが、神話にみる身体的欠損を
抱えた神の役割、あるいは無能な人間をめぐる物語の意味などをめぐる議論である。た
とえばシュメル語神話『エンキとニンマハ』によれば、創造神エンキが創造した人間は、
当初、肢体の不自由な存在であったが、最後には、この不完全な人間が神殿を建立した
という（月本昭男『古代メソポタミアの神話と儀礼』岩波書店、2010 年）。こうした神
話自体はアッシリア学内部では知られているが、「福祉」という観点からの比較神話学
的探究や社会史的考察はいまだ実施されていない。また、たとえばギリシア神話にみる
両足の曲がった奇形の鍛治神ヘパイストス、盲目の都市女神テュケーなどの類似例がオ
リエント神話と古代オリエント神話の比較研究も今後の研究課題とされてきた。 
文献学上の背景は多岐にわたる。その一つは「孤児と寡婦」に代表される社会的弱者保
護の伝統の宗教的根拠をめぐる理解に関わる。古代メソポタミアではすでに前 2350 年
頃のシュメル語碑文に、都市ラガシュの王ウル・イニムギナが「孤児と寡婦」を守った
ことが報告されている。支配者による「孤児と寡婦」の保護の伝統は、その後、ハンム
ラビ法典（前 18 世紀）にも引き継がれ、旧約聖書の社会法に取り込まれた。旧約聖書
の申命記法はそこに「寄留者」の保護を加え、その根拠をイスラエルの民がエジプトの
「奴隷」ないし「寄留者」から解放された民であったことにおく。メソポタミアにおけ
る「孤児と寡婦」保護の伝統は中期アッシリア法（前 13世紀）やシリアの契約文書（前
12 世紀）などに引き継がれてゆく。その背後には「正義と公正」（アッカド語 kittu u 
mīšarūtu）という観念が横たわるが、それはどのような宗教観念に裏打ちされていたの
か、という課題が残されている。 
２．研究の目的 
現代でこそ福祉は国家と社会の政策課題となったが、ごく最近まで、福祉は宗教と切り
離せない関係にあった。歴史に現れる福祉活動の多くは、西欧における病院やホスピス
であれ、日本における悲田院であれ、宗教思想によって基礎づけられていた。本研究の
目的は、そうした事実をふまえ、まずは文明発祥の地と言われる古代西アジア地域にお
ける宗教と福祉の相互関係を資料に基づいて解明することに向けられる。この地域には
楔形文字をはじめとする文書資料が豊富に残り、19 世紀中葉から考古学資料も蓄積さ
れてきた。この地に展開した文化はヘブライズム、ヘレニズム、イラン・インド思想、
イスラームへと引き継がれてゆく。本研究は、したがって、宗教と福祉の相互関係につ
いて、その重要な源流のひとつを明らかにすることになるだろう 
 
３．研究の方法 
本研究課題は考古学班、神話学班、文献学班の共同研究である。各班とも研究課題に関連す



る資料収集からはじまる。考古学班は調査報告書に加え、考古資料を所蔵する現地および欧
米の博物館所蔵の資料を、神話学班は様々な言語で公刊された神話資料を、文献学班は公刊
された文献資料に加え、現地および欧米の博物館所蔵の未公刊文書を収集する。各班は収集
資料のデータ化と整理分析を行い、初年度後半以降、2，3 か月ごとに開催する共同研究会
の場で公表し、それらの資料評価を行い、古代西アジア社会の「宗教と福祉」に関する理解
を深めてゆく。最終年度は、このような共同研究を継続し、論集『古代西アジア社会におけ
る宗教と福祉』（仮題）の刊行に備える。 
 
 
 
４．研究成果 
時代を遡れば、遡るほど、人類の宗教と福祉の関連は密接になる。人類の古代文明の発
祥の地メソポタミアにおいては、病気治癒を司る神グラが祀られていた。治癒神観念は
ギリシアのアスクレピオスに引き継がれてゆく。孤児と寡婦を守るのは正義の神であり、
王がそれを実践する責任を負った。古代メソポタミアのこの伝統は、後に、旧約聖書の
モーセ律法にもとりこまれ、さらにそこに土地をもたない寄留者や貧者の保護が加えら
れた。 
これらは、主として、古代文献資料によって明らかにされた事実であるが、他方で、古
代医学を含む社会福祉の実践は、出土する人骨の研究、病院とみられる建築遺構の発見
などにより、明らかになることが判明した。 
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